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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　前記発光素子の側方に設けられた少なくとも１つの光学部材と、
を含み、
　前記発光素子は、
　第１クラッド層と、
　第２クラッド層と、
　前記第１クラッド層と前記第２クラッド層とに挟まれる活性層と、
を有し、
　前記活性層は、電流が注入されて光を発生する利得領域を構成し、
　前記利得領域は、
　平面的に見て、前記活性層の第１側面から前記第１側面と平行な第２側面まで、前記第
１側面の垂線に対して傾いて設けられる第１利得領域と、
　平面的に見て、前記活性層の前記第１側面から前記第２側面まで、前記第１側面の垂線
に対して前記第１利得領域と異なる方向に傾いて設けられる第２利得領域と、を含み、
　前記光学部材は、前記第１利得領域の前記第２側面側の端面および前記第２利得領域の
前記第２側面側の端面から出射される光を屈折させて、同じ向きに進行させる、発光装置
。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記光学部材における光の入射面は、平面的に見て、入射光の進む向きの垂線に対して
傾いている、発光装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記光学部材における光の出射面は、平面的に見て、出射光の進む向きの垂線に対して
傾いている、発光装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記光学部材から出射される光の進行方向は、前記活性層の前記第２側面の垂線方向で
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ある、発光装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記光学部材における光の入射面は、第１入射面および第２入射面からなり、
　前記第１入射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面に対して、一方の側に傾
いており、
　前記第２入射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面に対して、他方の側に傾
いており、
　前記光学部材における光の出射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面と平行
である、発光装置。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記光学部材における光の出射面は、第１出射面および第２出射面からなり、
　前記第１出射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面に対して、一方の側に傾
いており、
　前記第２出射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面に対して、他方の側に傾
いており、
　前記光学部材における光の入射面は、平面的に見て、前記活性層の前記第２側面と平行
である、発光装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　前記第１利得領域の前記第１側面側の端面の一部と、前記第２利得領域の前記第１側面
側の端面の一部とは、重なっており、
　前記利得領域に生じる光の波長帯において、前記第１側面の反射率は、前記第２側面の
反射率よりも高い、発光装置。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記利得領域は、平面的に見て、Ｖ字形状である、発光装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかにおいて、
　前記利得領域では、前記第１側面側から平面的に見て、前記第１側面側の端面と、前記
第２側面側の端面とは、重なっていない、発光装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかにおいて、
　前記発光素子は、
　前記第１クラッド層に電気的に接続された第１電極と、
　前記第２クラッド層に電気的に接続された第２電極と、
を有する、発光装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれかにおいて、
　１つの前記第１利得領域と１つの前記第２利得領域とを含む利得領域対が、複数配列さ
れており、
　前記光学部材は、複数の前記利得領域対の前記第１利得領域の前記第２側面側の端面お
よび前記第２利得領域の前記第２側面側の端面から出射される光を屈折させて、全て同じ
向きに進行させる、発光装置。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　前記光学部材は、前記発光素子と接している、発光装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれかにおいて、
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　前記光学部材は、前記発光素子から出射される光の波長に対して透過性を有する、発光
装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれかにおいて、
　前記光学部材における光の入射領域および出射領域のうちの少なくとも一方は、反射低
減部材により覆われている、発光装置。
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